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司  会       中澤 信敏君 
開会点鐘       西澤 文登君 
斉  唱      「我らの生業」 
ラッキー賞 
提供者 斉藤惠理子君 
「都おどり」限定版 
 
            中澤 信敏君 
委員会報告 
 ・プログラム委員長   
 (２０周年記録委員長) 中沢利樹男君 
 プログラム変更ついて 
 記念誌原稿会員紹介提出依頼 
プログラム   
 ・美穂ヶ池緑地清掃   

 
 
 
上田自由大学と京都大学       

西澤文登君 
 今日は恒例の美穂ヶ池清掃ボランティア

が行われます。皆様本当にご苦労様です。

今、美穂ヶ池は私達が植えたしだれ桜が満

開です。今日はお天気も上々で、気持ちの

好いボランティアになることでしょう。 

 さて、当クラブ創立 20

周年記念事業の締めくく

り、山極寿一先生をお迎

えしての市民講演会の準

備にこれから入ることに

なります。4 月 20 日に東信第 2 グループの

新旧役員引継会が行われ、各クラブの会長

幹事と次年度会長幹事の皆さんが集まりま

した。その席でちょっと時間をいただき、

このことをお話しし、協力をお願いしまし

た。皆さん、とても興味を持っていただい

たようです。記念事業企画委員会の皆さん

に詳しく詰めていってもらうことになりま

すが、ぜひ成功で締めくくりたいものです。 

 先週、講師の山極寿一先生の紹介をいた

しましたが、先生はゴリラの生態研究の第

一人者であられます。と同時に京都大学の

総長という任にいらっしゃいます。とても

お忙しい日々でいらっしゃるわけです。私

は、先生が京都大学総長でいらっしゃるこ
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とにとても深い縁を感じております。実は

上田の学術文化の発展、ひいては上田の発

展と京都大学は実に切っても切れない深い

関係があるのです。 

 以前、上田が全国の発祥になったいくつ

かを紹介しましたが、その中に自由画教育

と自由大学運動があります。この二つをあ

る学者は「教育史に輝く二つの一等星」と

いう言葉で表現しました。このことは全国

に誇ってもよいことだと私は思っています。

いずれも大正時代、神川の国分の人が中心

になって起こされたものですが、この自由

大学運動に京都大学は深く関わっているの

です。 

 年表によると、信濃自由大学（後に上田

自由大学に改称）は大正 10 年（1921 年）

11 月 1 日に上田市横町の神職合議所で第 1

回目の講義が持たれています。現在はその

建物はありませんが、伊勢宮社の境内にあ

りました。1 月 14 日・15 日のおたや祭に

縁日の屋台が並ぶ所です。第 1 学期は翌年

4 月までに 6 人の講師がつとめています。

恒藤 恭、高倉 輝、土田杏村などが講師

になっていますが、いずれも京都大学出身

の学者や現役の京都大学教授連です。 

 上田自由大学は国分地区の金井 正と山

越脩三の発起で始まり、猪坂直一が運営面

で加わる形で発足しています。教える側の

バックボーンは在野の哲学者・土田杏村で

した。金井 正、山越脩蔵はいずれも国分

地区の蚕種農家の出で裕福な家で育ちまし

た。金井は山越より 8 歳年長で、若い頃か

ら幅広い教養を求める青年でした。山越は

金井の姿に共鳴し、やがて一緒に山本 鼎

の自由画教育と農民美術運動、そして自由

大学運動を推進します。猪坂直一は養蚕業

界誌の記者でしたが、山越に誘われ自由大

学運動に身を投じます。金井 正は特に哲

学に興味を持ち、大正 5 年（1916 年）小

県教育会主催の哲学講習会に費用の大部分

を出して西田幾多郎を招いています。自由

大学の源流の一つはこの哲学講習会に求め

ることができます。西田幾多郎は「善の研

究」で有名ですが、京都大学教授です。西

田の教え子が土田杏村です。土田はこれ以

後全国に自由大学運動を進めていきます。

蚕種農家は農家といっても地主対小作人の

半封建的な関係でなく、近代的な資本主義

を取り入れた農家です。こういった近代的

蚕種家が富を得た上田小県の土地柄と大正

デモクラシー、自由な学風の京都大学、こ

れらがコラボしてできたのが上田自由大学

であると言えます。 

自由大学についてはまた述べたいと思い

ますが、京都大学総長の山極寿一先生を上

田六文銭 RC がお招きして講演会を催すこ

とに不思議なご縁と意義を感じています。

講演会を成功させましょう！ 
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松澤 一志君 

1. ＲＩより 
   ・the rotarian 4 月号・5 月号 
   ・会員増強詳細報告 
2. 地区事務所より 
   ・2 月・3 月寄付金傾向 

  ・ロータリー財団寄付金明細表 
3. 松本東 RC 様より 
    ・第 28 回 RYLA 報告書送付のご案内 
4. 理事会より 
   ・4/18 理事会議事録 
恵送 
1. 丸子 RC 様・・・会報  
全会員配布物 
1. 当クラブ会報 第 935 号 
2. 4-6 月プログラム 
その他 
1. 本日昼食後、美穂ヶ池清掃です。 
 

 
 
 
 
 
             生川 秀樹君 

 ベース 欠席 メイク 出 席 率 
本 日 19 4 - 78.95％ 
前々回 23 7 2 78.26% 

西澤文登君 美穂ヶ池清掃ボランティア皆
様ご苦労様です。しだれ桜満
開で見頃です。 

松澤一志君 本日は年に一度の美穂ヶ池清
掃です。頑張りましょう 

北村久文君 美穂ヶ池清掃よろしく。 

田中栄一君 美穂ヶ池の清掃ボランティア
例年人員が少ないので協力し
てください。 

飯島俊勝君 市民公開２０周年記念講演実
施となりました。年度の最後
までご協力を。 

水野泰雄君 美穂ヶ池の植樹の桜はどうな
っていますかねぇ～ 

中沢利樹男君 美穂ヶ池公園清掃がんばり
ましょう 

斉藤惠理子君 長大の授業が始まったので
７月までご迷惑をおかけしま
す。 
上田出身の芸者さんあや子さ
んの最後の都おどり行ってき
ました。ニースのロータリア
ンから声をかけられました。 

生川秀樹君 桜を愛でる暇もなく、会社の
ある立科は今、落花盛んです。 

山崎芳雄君 良い季節になりました。ゴル
フ始動しませんか？ 

 

笠原 一洋君 宮原 宏一君 

西澤 尚夫君 中澤 信敏君 

杉山  裕君  
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～美穂ヶ池清掃～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


